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2023 年も無事に活動を続けてこられましたのも、変わることなく私たちを見守ってくださいました皆

さまのおかげと、深く感謝しております。

これまでの日々を思い出すなかで気が付いたことがあります。KnK の長い年月続けてきた「小さな積み

重ね」ということです。

私は 2000 年初めてフィリピンのパヤタス（ゴミ山）の子どもたちの「学び」に出会いました。そこで

は親たちが資源ごみなど拾い集めて生活の糧を得ていました。当時大人の一日の稼ぎが１ドル程度、子ど

もが何人もいれば親の半分程度は稼ぐことができる。だから「学校へ行くなど無駄な時間は過ごさずに働

け」という親たちの考えが一般的でした。スタッフたちは、子どもたちに「学びのチャンス」を広げるの

と同時に、親たちの元に何度も足を運び、学ぶことの意義を理解してもらえるよう話し続けました。そし

て、寺子屋のような形式で「週一日何時間かの学びの場」に何人かの子どもたちが集まり始め、仲間が増

え、字を覚えてゆき、さらには学業修了検定を受ける方向へと進んでいきました。今は優秀な成績で表彰

される子どももいます。こうして「学び」が生活に取り入れられていきました。「積み重ねることは大き

な力」です。

また、今回の皆さまへのレポートにありますように、パキスタンでの女子教育にも明るい光が見えてき

ています。2005 年の大地震のあと、KnK は山深い地方の多くの学校の建設に関わりました。その落成式

に出る機会があったのは 10 数年前でした。式典では地域の有力者たちと挨拶を交わしながらも社会の伝

統的な背景も強く感じられ、今後のこの地での女子教育は難しいのかしら、などと考えつつ教室に入りま

した。その時、生徒たちから矢のような質問が…「日本では何の勉強をするの？　何をして遊ぶの？　ど

んな格好をしていくの？」…

日本の生徒と変わらない屈託のない笑顔と溢れる元気でした。現在 KnK は女子教育の普及に力を入れ

ています。実際に女子生徒自身の学ぶことへの熱意は非常に向上しています。それと同時に行政サイドの

女子教育へのサポートが大きくなっていることがわかります。トイレが清潔で安全になることでも女子教

育への人々の熱意は変わるのです。「積み重ねることは大きな力」です。

小さな一歩を重ねることで、大きな山に登れるのです。

どうぞ皆さま、その一歩を共に歩いてくださいますよう、お願いいたします。

2024 年 5 月 1 日

認定 NPO 法人 国境なき子どもたち（KnK）

        会長

－ご挨拶－国境を越えてすべての子どもに教育と友情を

共に成長するために

バリュー（KnK が大切にすること）

KnK は、子どもと子どもに関わるすべての人と共に成長するために、以下のことを大切にします。

子どもたち : 出会った子どもをあるがまま受け入れ、その可能性を信じ、大切な存在として向き合います。

支援者 : 支援者と子どもをつなぐ架け橋となり、子どもたちの声や成長の様子を届けます。

現地パートナー : 事業を共に実施する現地パートナーの価値観・経験を尊重し、信頼関係を築きます。

市民社会 : 支援金を有効活用し説明責任を果たすよう努め、世界の子どもの現状について情報発信します。

国境なき子どもたちで働く仲間 : 主体性と向上心を持って考え行動し、子どもたちの未来のために協力し合います。

ビジョン （KnK が目指す社会）

KnK は以下の社会をつくることに貢献します。

・子ども一人ひとりが教育を受け、夢を描ける社会

・子ども一人ひとりが尊重され、安心して健やかに成長できる社会

・子どもたちが互いの違いを認め合い、友情を育み、共に成長できる社会

ミッション（KnK が果たす使命）

KnK は、ビジョンを実現するため、以下を使命とします。

・教育や職業訓練、自己表現の機会を提供し、子どもたちの将来の選択肢をひろげ、その健全な社会参加を後押しします。

・貧困や紛争、災害で困難な状況にある子どもたちに寄り添い、その成長過程にふさわしい生活を送れるよう手助けします。

・日本の子どもたちが、世界の子どもたちの抱える現状を知り、多様な価値観を学び、互いに支え合える次世代を育成します。



32

子どもたちをめぐる課題と KnK の教育支援活動

カンボジア

　2000 年に開設した「若者の家」がある西部のバッ

タンバン州は、カンボジア教育省の統計によると、高

校の総就学率が未だ 30％（2021 年）しかなく、家庭

の経済的な貧困を背景に、多くの若者が卒業を前に学

業を離れ、労働に従事しています。

　隣接するパイリン州とバンテアイミエンチェイ州に

おいても、例えば前者における中学校退学率が 17.4%

と高い数値が示すように、学校を中退する若者、学校

に通えない子どもが多く、若者は将来の計画を立てら

れず、不安定な就労状況にあります。

　目覚ましい経済成長の一方で、所得配分が不平等で

ある社会構造は以前から指摘されていますが、新型コ

ロナウイルス感染拡大によるロックダウンが追い打ち

をかけ、2022 年には貧困層の 40％の収入が減少し、

経済格差はこれからさらに拡大すると見込まれていま

す。

　収入減、雇用不安、食料品の価格高騰を受け、貧困

層の家庭では食費を削る選択をせまられ、子どもの健

康に影響も与えています。また、貧困層は高等教育ま

での継続が困難な傾向にあり、将来の就労と収入増の

機会を失っています。

　難民を受け入れ、学校では他国籍の生徒も多く学ぶ

ヨルダンでは、中途退学や児童就労などの課題と常に

直面する中、コロナ禍の 1 年半におよぶオンライン教

育は、難民や貧困家庭の子どもたちへとりわけ大きな

影響を及ぼし、不就学や学力低下が著しくなっていま

す。元々、学力重視の傾向が強い社会において、ヨル

ダン教育省は、学校と家庭、地域の協力による児童の

社会的成長を図ってきましたが、その取り組みは十分

ではありません。

　一方、2013 年から支援を続けるザアタリ難民キャ

ンプでは支援団体がさらに撤退し、学校外の子どもセ

ンターも半数が閉鎖するなど、子どもたちを取り巻く

環境は、より一層厳しくなっています。

　パキスタンにおけるジェンダー格差の問題は、南ア

ジアの中でも特に顕著で、ジェンダーギャップ指数の

総合順位は世界 146 カ国の中で 142 位に位置し、 女

子の識字率の低さや不就学児童の割合の高さが明らか

です。

　他州と比べハイバル・パフトゥンハー州は教育の

ジェンダー格差が大きく、青少年（15 ～ 24 歳）の識

字率では男子 85％に対し女子が 49％と、その改善が

喫緊の課題となっています。特に農村部では女子が通

学可能な中学校、高校が圧倒的に不足しており、さら

に、早期結婚や伝統的価値観、貧困状況と児童労働な

どが平等な教育機会を妨げています。

　ヨルダン渓谷は、地域の 88％が治安・行政をイス

ラエル軍に管理され、イスラエル入植地や入植農園が

入り組んでいます。さらに、入植予定地において立ち

退きや家屋破壊の対象となる、嫌がらせを受ける、軍

の訓練が行われ爆発性残存物で負傷するなど、占領の

影響を大きく受けています。

　図書館や児童館などの公共施設や、安全に遊べる公

園などもなく、子どもたちは安全でない道端や山で遊

んでいます。若者は多くの時間を家で過ごし、地域に

貢献したい思いがあっても実践の場がなく、「人生で

何も達成できていない」「自分の人生はお茶を飲むこ

とだけ」と答える人もいます。

　家庭の経済的貧困や暴力、育児放棄などが原因で、

家を出て路上生活する子どもの数は、首都ダッカだけ

でも 30 万人いるといわれ、2011 年に開所した「ほほ

えみドロップインセンター」に通う子どもの人数も減

少しません。

　路上生活は、食事の栄養が偏り、汚染された川で身

体や衣類を洗うなど、健康面に深刻な影響を与えてい

ます。また、善悪の判断力が育まれなかったため危険

な状況に巻き込まれることもあり、暴力や薬物、犯罪

などに手を染めるケースも少なくありません。一方、

子どもの権利に対し無理解な大人も多く、子どもたち

の生活エリアを行き交う大人から暴力をふるわれるこ

ともあります。

フィリピン

ヨルダン／シリア難民

パキスタン

パレスチナ
バングラデシュ

•	極度の貧困などで自力では教育を受け続けることが難しい青

少年に、教育機会を提供します。

•	職業技能や生活力を十分に持たない若者に、職業訓練やライ

フスキル研修、就業機会を提供します。

•	若年層女性が、商品の生産から販売までを完全に独立して行

えるよう、サポートします。

•	虐待・育児放棄を経験した子ども、法に抵触した青少年らを

保護し、生活・教育支援を行います。

•	スラム地域の子ども・若者に、教育の機会を提供し、彼ら自

身のコミュニティ活動を応援します。

•	子どもたちのため、保護者自身が活動に参加し、自ら学び工

夫できるよう、働きかけを行います。

•	教育関係者が、特別活動を継続的に実施・普及できるよう、

基盤となる環境を整備します。

•	学校と保護者の連携を図るため、学校への保護者参画機会づ

くりに取り組みます。

•	難民キャンプで、アラビア語の強化と生徒の個別サポートを

継続します。

•	女子の教育へのアクセスを強化するため、小学校・中学校・

高校の環境を整備します。

•	女子生徒がライフスキルを高め、教員・PTA が生徒をサポー

トできるよう、各研修を実施します。

•	アドボカシーの活動範囲を州レベルまで広げ、女子教育の支

援の波及を図ります。

•	若者自らが地域活動、青少年向け研修、子ども向け活動を自

律的に実施できるよう、能力を育成します。

•	子どもたちに毎週子ども向け活動を実施し、子どもたちが安

全に楽しく過ごせる場所を提供します。

•	安心・安全に過ごせる居場所をつくり、路上の子どもたちが、

健やかに成長する機会を提供します。

•	地域で啓発活動を行って関係を構築し、連携して子どもたち

を見守る協力体制を整えます。

(*1)  JICA フィリピン共和国　貧困プロファイル
(*2）(*3) World Bank：Overcoming Poverty and Inequality in the Philippines 
: Past, Present, and Prospects for the Future (worldbank.org) 

(*4）Pakistan Social & Living Standard Measurement Survey(PSLM) 2019-2020
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“子ども同士で励ましや助け合いができるようになりました”“KnK 事業終了後も地域主導で若者に職業訓練を継続しています”

“行政や現地 NGO などと連携し活動が広がりました” “自分に自信を持つことができる女子生徒が増えてきました”

“「子どもたちのために」スタッフ一丸となっています” “不安定な中でも日常を送れるよう、若者自ら活動を再開”

　大きな動きとして、 パイリン州における若者

の就労支援事業が、 2023 年 3 月に終了し

ました。 KnK の事業後も、 地元教育局や、

修繕を行ったコミュニティ ・ ラーニング ・ セン

ターの運営委員会、 職業訓練の講師らが職

業訓練を継続し、 若者や地域住民が技能を

身につける機会を得られています。 センター

では新しいクラスが開講され、 センター同士

で活動を報告し合う様子も確認され、 KnK の

活動や想いがコミュニティに引き継がれてい

ることを大変うれしく思います。

　ザアタリ難民キャンプとヨルダンのホストコ

ミュニティに共通し、 学校や地域、 保護者と

連携して子どもたちが意欲を高め、 安心して

通学を継続できるような環境を整備すること

に、 改めて着手しました。 活動に参加する教

員は、 社会性を中心に、 学力だけではない

個々の児童の性格や良さに目を向けられるよ

うになり、 ヨルダンの学校教育では注力して

いなかった細やかな視点に価値を見出せるよ

うになりました。

　子どもたちについては、 日直や学級会など

　2023 年も、 子どもたちが教育を受け、 ス

ポーツや芸術活動に参加し、 自分の可能性

を伸ばして意見を表明できるよう、 スタッフや

保護者らが学び工夫し、 関係者と協力しな

がら活動を実施しました。「若者の家」 から通

学する子どもの中には、 成績優秀で表彰され

た生徒がいたことに加え、 学校の活動への積

極的な参加や協力、 前向きな姿勢も見られ、

学校教員からも信頼されていたと、 現地から

報告がありました。

　また、 現地チームは助成機関や政府組織、

　2017 年よりハイバル ・ パフトゥンハー州で

展開した女子教育向上事業が、 2023 年 11

月にいったん終了しました。 パキスタン北西

部において KnK がこれまで建設に関わった

学校は、 通算で 89 校に増えました。 2023

年に新しく建った女子中学校では、 校庭や廊

下で授業を受けていた生徒たちが、 快適な

環境で質の高い教育を受けられるようになり

ました。 さらに、 ティーンエイジャーだからこ

そ身につけてほしいライフスキルを学ぶ機会を

KnK から提案し研修を実施したところ、 意欲

　　「ほほえみドロップインセンター」 では 2023

年 8 月、 日本から二人の「友情のレポーター」

を迎え、 子どもたちは遠足など普段とは違う

特別な時間を過ごしました。 日本の同世代と

の交流や日本文化に触れる機会は、 センター

の子どもたちにとっても良い刺激となり、 また、

「レポーターたちの礼儀正しさやマナーを守る

態度に感心し、 自分も見習いたいと思った」、

というコメントも寄せられました。

　11 月には、 路上で生活する子どもの実態

調査を本格的に実施し、 まだセンターに来た

　特に 2023 年 10 月 7 日以降、 パレスチナ

は情勢がより不安定になり、 攻撃や暴力を身

近に感じることが多くなりました。 そのような

中、 いったん中止した子ども向け活動を再開

しようと若者が立ちあがり、 地域の方から資

機材や活動場所の協力を得て、 自分たちで

活動を提供しました。「特に情勢が不安定な

中では、 日常を送ることが大切」 と、 安全を

確認し、 早期に活動を再開しました。

　若者向け研修では、 楽しく前向きな時間を

過ごそうと、 若者たちが積極的に研修に参

SUMMARY of KnK's ACTIVITIES  2023

　同じ 3 月からはバンテアイミエンチェイ州に

おいて若者の就労支援と並行し、 小学校を

中退退学もしくは学校に通っていない子ども

に対する教育支援を開始しました。 読み書き

計算ができるようになり、 小学校修了の資格

を取得し、 中学校へ編入できた児童もいます。

職業訓練では、 コース選定の際に就職の可

能性がありそうな店舗を 500 軒近く訪問し、

現地のニーズを把握したうえでコースを決定

しました。

他 NGO などとのネットワークづくりを進め、

地域内での結びつきが強くなってきました。 そ

の結果、 図書やマットレス、 ガーデニング用

品などの物品寄付に加え、 無料ワクチンや健

康セミナー、 ガーデニング研修、 ノンフォーマ

ル教育の会場や教材提供などで協力を得ら

れるようになりました。 活動する若者たちも、

自分たちでスポーツや文化的な活動を企画、

運営することに関心を持ち、 スキルの向上に

つながっています。

ことのない子ども 102 名に聞き取りを行いま

した。 開所から 12 年以上経過した今、「 子

どもたちのため、 自分たちはさらに何ができ

るか」、 スタッフらは最善を尽くすべく、 これか

らの活動方針について互いに意見を出し合い

ました。 常にぶれることなく、「子どもたちのた

めに」 を念頭に活動をしている姿勢が、 子ど

もたちにとっては「 温かさ」 になり、 地域住

民には「信念」 に映るのではないかと考えら

れます。

の活動を通じて、 人前で話すことで自信がつ

いてきた、 日直の児童が言葉に詰まると他の

児童が助け励ます姿が見られた、 話し合いの

マナーの大切さを学び、 クラスメイトの発言を

尊重できるようになった、 人と違った発言を正

否で判断することがなくなった、 チーム活動を

通じて手助けや励ましができるようになった、

高学年の協力的な姿勢を見習う下級生の様

子が見られたなど、 子どもたちにも具体的な

変化が見られるようになりました。

を持ち、 自信を持って自己アピールできる女

子生徒が、 格段に増えました。

　加えてここ数年はアドボカシー活動にも注力

し、 地域から州レベルまで、支援の波及を図っ

ていきました。 女子大学生グループ 「ガール

ズ ・ ユース ・ アンバサダー」 をはじめ、 教員

や保護者など、 特に周縁化された地域の女

性たちが活躍し、 女子教育の向上のために

社会で変化をさらに起こしていくことが期待さ

れます。

加するようになり、「外からの影響を受けても、

自分たちの意志で地域をよくしよう」 という思

いを強く感じる年となりました。

　今後、 彼らは研修で学んだことを活かして

地域活動を展開していきますが、 誰か支援し

てくれる人が地域に来るのを待つのではなく、

自分たちで地域をよくしよう、 地域のために

働こうという事業の土台が 2023 年にできま

した。

■カンボジア■ ■ヨルダン／シリア難民■

■フィリピン■ ■パキスタン■

■バングラデシュ■ ■パレスチナ■

2023 年海外事業ふり返り
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	「研修に参加し、私自身が一番変われたと思います」

アファーフ（47 歳）
心理ケア研修の参加者

3 歳から 7 歳までの息子 4 人と夫と、難民

キャンプで暮らしています。日頃、子どもた

ちの相手をすることに難しさを感じていまし

た。長男は、物静かで穏やかな生徒だと思わ

れていましたが、実際には他の生徒から盗難

や暴力のいじめに遭っていました。その反動

か、家では性格がガラリと変わり、兄弟をい

じめるようになってしまいました。私はとい

うと、子どもたちが悪さをした時には、彼ら

の嫌いなナスの漬物をわざと近づけて罰を与

える、というようなことをしていました。

Voices from the Fields

	「地域のみんなが仲良く暮らせることを目指し活動を続けたいです」

「ほほえみドロップインセンター」は清潔

で、路上では得られない色んな支援を受ける

ことができます。センターのおかげで、毎日

の生活が楽になります。センターが閉まって

いる日は、特にそれを感じます。一番うれし

いのは、センターでゆっくり体を休められる

ことと、シャワーを浴びられることです。僕

はふだん早朝から仕事をするので、日中、静

かに眠れる場所があるのは、とても助かりま

す。健康状態もよくなりました。あとは、以

地域の子どもたちのために、ゲームやアー

ト ア ク テ ィ ビ テ ィ を 提 供 し て い ま す。 研 修

で学んだゲームをそのまま使うこともあれ

ば、一緒に活動しているメンバーと相談し、

オリジナルのゲームをやってみることもあ

り ま す。 毎 週 み ん な 楽 し み に し て く れ て い

て、仕事の都合がつかず活動ができなかった

時は、僕の家まで子どもがやって来て、「次

の活動はいつ？」と聞かれたこともありまし

た。

「自分の将来について考えられるようになりました」

サラーハ（19 歳／電気技師）
地域活動を企画・実施

ヴァンニー					ラクサー
（共に12 歳）

KnK の同等性教育クラスを受講

ヴ ァ ン ニ ー と ラ ク サ ー は い と こ 同 士 で

す。二人は幼い頃から親の出稼ぎについてタ

イで暮らし、2023 年 5 月に KnK の教育支援

を受けるまで、学校に通ったことがありませ

んでした。今回、両親の後押しもあって、開

講と同時に KnK の同等性教育クラスに参加

し、 学習に励みました。 そして、12 月にク

ラ ス を 修 了 し、 同 じ 月 か ら 小 学 校 へ 編 入、

ヴァンニーは小学 5 年生、ラクサーは小学 2

ラムジャン (15 歳）
2020 年 11 月からセンター利用

「友だちがたくさんできて、学校が楽しいです」
僕は、2023 年 4 月から「若者の家」 で暮

ら し 始 め、 学 校 に 通 っ て い ま す。 学 校 で は

数学が得意で、 宿題もがんばって取り組ん

で い ま す。 あ と は、 学 校 の ア ク テ ィ ビ テ ィ

も大好きです。毎週金曜日、「キャッチアッ

プ フライデー」というプログラムがあって、

そ こ で は 読 書 会 や 作 文、 ゲ ー ム な ど、 色 ん

なことを皆で集まって楽しんでいます。

　「若者の家」 に来てから上手く出来るよ

うになったバスケットボールも大好きにな

りました。 バスケはチームワークが大切で

すが、 一緒に暮らす仲間たちと一つになっ

「一緒に暮らす仲間とバスケのリーグに参加しました」

デイブ (14 歳 /5 年生）
「若者の家」で生活

ソビア (25 歳 / 大学生 )
ガールズ・ユース・アンバサダー

「自分の存在が少女たちの希望であることに気付きました」
私 は、 女 子 中 学 生・ 高 校 生 の ロ ー ル モ デ

ル と し て 任 命 さ れ た「ガ ー ル ズ・ ユ ー ス・

アンバサダー」という大学生グループに所属

し、 女子教育の向上のために活動していま

す。 彼女たちの話を聴くことが大切な任務

の一つですが、「より高い教育を受けたい」

と希望を語るその声は、 ただ理想や夢を単

純に話しているのではなく、 自分たちの思

い通りにいかないもどかしさで震えていま

した。 学校までの交通手段の問題や早婚の

不 安、 経 済 的 な ハ ー ド ル、 社 会 規 範 の 重 圧

ー現地からの声ー

年生の授業を受けています。

授業はまだ少し難しいそうですが、「家に

いなければいけなかった頃は、ずっと暇でつ

まらなかったけれど、今は楽しい。友だちが

たくさんできた」「自分のクラスだけじゃな

く、他のクラスの子もみんな知っているよ」

と誇らしげに話してくれました。二人とも、

学校生活を満喫しているそうです。

(*) 公教育から、鍵となる学習内容を選んで実施する公教育プログラムの一つ。 学校に行けない子ども・若者が授業を受け、試験に合格するとフォーマル教育修了と同等の資格を得られる。

て、「KnK チーム」として地域のリーグに参

加できることが、バスケをとても好きになっ

た理由です。仲間たちとは、「若者の家」の

遠足で泳ぎにも行きましたが、それも今まで

に経験したことのない、忘れられない思い出

です。

僕の夢は、学業を全うすること、仕事を得

ること、素敵な家を持つこと、家族により良

い生活をプレゼントすること、バスケや他の

スポーツをもっとよくできるようになること

です。

僕が小さかった頃の村は、家族同士で交わ

ることがなく、違う家庭の子どもたちと一緒

に遊んだこともありませんでした。活動を通

じて地域の子ども同士が仲良くなれる機会を

届けたかったので、それが出来ていると感じ

ています。これからも村の人たちが距離を縮

めて仲良く暮らせる村を目指し、サポートし

てくれるボランティアを募って、今の活動を

もっと大きく、そして長く続けられるように

したいです。

前は、将来のことについて考えたこともあり

ませんでしたが、スタッフと話をして、自分

の将来について考えるようになりました。今

はお金をがんばって貯めています。

2023 年の思い出は、 日本の「友情のレポ

ー タ ー」 と 遠 足 に 行 き、 交 流 で き た こ と で

す。外国の子どもたちと出会う機会なんて、

これまで一度もなかったですし、レポーター

二人は僕たちととてもたくさん遊んでくれた

し、優しく接してくれました。

研修に参加して、私自身が大きく変われ

たように思います。これまで子どもたちに

対して神経質になっていましたが、今はだ

いぶん落ち着きました。研修での学びの一

つは「聴く」ことです。以前は、私が忙し

い時に息子が何か話しかけてきても相手に

しなかったり、適当に聞いてしまっていま

した。でも今は、自分の時間を惜しまず、

彼の話に耳を傾けるようにしています。ま

た、それぞれの年齢に合わせて対応を変え

ることも学びました。

カンボジア

バングラデシュ
シリア難民

（ヨルダン／ザアタリ難民キャンプ）

フィリピン

パキスタン
パレスチナといった数々の壁と闘っている苦しさや切実

さがそこに込められていて、「自分たちが置

かれた状況を打破したい！」と、未来を切望

していることが分かりました。

私は、女子生徒たちとのやり取りの中で、

大学まで進学した私の存在が彼女たちにとっ

て希望の存在であることに気づかされまし

た。彼女たちと同じような境遇で育った私自

身の経験をもとに、「希望を失わないで！」

というシンプルですが力強いメッセージを伝

えました。

*
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Ⅰ . 各国での支援活動

◇「若者の家」◇

　支援を必要とする若者を受け入れ、衣食住の支援と、教育

や職業訓練の機会を提供した。2023 年は 12 名が支援を受

け、4 名が高校を卒業し、大学に進学した。

◇コミュニティベース支援◇

　18 名が支援を受け、学校に通い続けることができた。18

名の内、16 名が進級でき、2 名は職業訓練を受講する。

バッタンバン州

パイリン州

バンテアイミエンチェイ州

★
プノンペン

◇職業訓練◇

　日雇いや出稼ぎなどの不安定な雇用状況にある中途退学者

に、5 ヵ所の CLC で 9 コース（美容、理容、エアコン修理、

携帯修理、縫製）を開講。81 名が訓練を修了、55 名が訓練

終了後に就職を果たした。

◇訓練修了生フォローアップ◇

　この 3 年間で職業訓練を修了し就職した若者のフォロー

アップを実施した。特に、パイリン州内の勤務先の選択肢が

多くはないため、遠方で就職したものの、家族の要望や修了

生自身のホームシックなどにより、仕事を辞めて実家に戻っ

てしまう若者も少なくなく、就職先との交渉や就職継続など

の調整、また若者の再就職支援などを行った。

◇ CLC 環境整備◇

　この 3 年間で建設した 5 棟と修繕した 4 棟、 計 9 棟の建

物の状態を確認した。

青少年の教育・自立支援、コミュニティベース支援および
若年層女性へのエンパワメント事業、青少年の就労支援

青少年の教育・自立支援、若年層女性へのエンパワメント事業

■実施期間■　2020 年 2 月～ 2023 年 3 月 (パイリン州）、2023 年 3 月～継続中 (バンテアイミエンチェイ州 )

■実施地域■　パイリン州、バンテアイミエンチェイ州

■裨益者とその数■　職業訓練生など計 570 名（パイリン州の全事業期間）

　　　　　　　　　　子ども・若者など計 299 名 (バンテアイミエンチェイ州 )

■助成■    日本国外務省「日本 NGO 連携無償資金協力」

カンボジア

勉強に励む「若者の家」の少女たち

エアコン修理の研修を受ける若者たち

「若者の家」の子どもたち　　　　　　　　　　

就職先でのフォローアップ

新しく完成したセンター
施設内の東屋で団らんする子どもたち

■実施期間■　2000 年 9 月～継続中

■実施地域■　バッタンバン州

■裨益者とその数■　15 歳から 30 歳までの子ども・青少年 約 70 名

■助成■　公益財団法人日本国際協力財団

◇生産・販売活動◇

　9 名の生産者が現地市場で売れる商品の製作活動に注力

した。販路拡大の支援や、収入で賄えない生産者の給与を

引き続き支援してきたが、 販売収入によって全コストの

50％、人件費だけで考えると 64％までカバーできるまで

に至った。

　これからも販売収入の増加に注力していくが、KnK カン

ボジアの事業スタッフが大部分を担ってきた委託販売先の

拡大など、マーケティングや商品製作におけるマネジメン

トなども、 今後は生産者自身で対応できるようにしてい

く。

　職業訓練の場としてコミュニティ・ラーニング・セ

ンター (CLC) の環境を整備し、 支援がこれまで届きに

くかった若者に、より安定した就業につながる職業ス

キ ル を 適 切 に 提 供 し、 貧 困 状 態 か ら の 脱 出 を 目 指 し

た。さらに、孤立する若者がうまれないよう、現地の

関係諸機関とセーフティーネットを構築した。 　近年、居住型支援に厳しい要件が設定され、子ど

もや若者たちが、家庭ないしコミュニティで生活し

ながら支援を受けることがカンボジア政府から推奨

されていることを背景に、KnK でも「若者の家」を

継続しつつ、コミュニティベースでの支援を本格的

に開始した。

　また、若年層女性のエンパワメント事業は、2023

年に企業体として独立したが、販路の確保など部分

的に支援を継続している。近い将来、生産者たちに

よる完全独立を目指す。　学校に通えないなどのリスクのある子ども・若者

が、 学 校 や ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育 プ ロ グ ラ ム に 参 加

し、将来につながる教育や技術を身に着けることを

目標とし、ライフ・ロング・ラーニング・センター

(LLLC) と CLC の環境整備と運営支援に加え、教育と

職業訓練の 2 つの支援プログラムを実施する。

◇ LLLC/CLC の環境整備と運営支援◇

　オウチョロブ郡コブコミューンにおいて、LLLC/CLC を

1 棟建設し、必要な資機材や職業訓練資機材、教育プログ

ラム資機材を提供した。

　州内全 12 ヵ所の LLLC/CLC 運営委員会による会議を開

催し、センター運営に必要な年間計画の策定方法、資機材

管理方法などの情報を提供した。さらに保護者向けに教育

の重要性を伝えるワークショップを 2 回実施し、計 163

名の地域住民が参加した。

◇教育支援◇

　12 歳から 17 歳の不就学や小学校卒業を前に中途退学

してしまった子ども 13 名に同等性教育プログラムを実施

し、6 名がコース修了後に小学校修了資格を取得した。

青少年の就労支援（パイリン州）

青少年の教育・自立支援

若年層女性へのエンパワメント事業

青少年の教育・就労支援（バンテアイミエンチェイ州）
　

◇職業訓練◇

　オウチョロブ郡コブコミューンの LLLC/CLC において、エ

アコン修理と美容の職業訓練コースを開講し、合計 60 名が

訓練に参加している。技術的な訓練とは別に、訓練生の若者

たちが社会で生き抜く力を身に着けられるよう、ライフスキ

ル研修を実施した。
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Ⅰ . 各国での支援活動

　調査は 11 月に 5 日間かけ、DIC 近辺で現地スタッフによ

り行われた。出身地、主な居住場所、仕事や収入などについ

て、DIC に通ったことのない子どもを対象に計 102 名へ聞き

取りを実施した。今回の調査から、路上で生活する子どもの

4 割が女子、1 年以内に路上生活を始めた子どもが 3 割、そ

してショドルガット港で支援を受けたことがないと回答した

子どもが約 9 割であった。

　日々多くの子どもが支援を必要としていることが確認さ

れ、特に女子の増加は予想以上であった。2024 年は、女子

のニーズにさらに対応すべく女性スタッフの増員など体制面

の強化に加え、より広く多くの地域住民との連携強化を図る

など、活動面の拡充を計画している。

■実施期間■　2001 年 7 月～継続中

■実施地域■　マニラ首都圏ケソン市パヤタス、カラオカン・サウス市、カラオカン・ノース市グアダノービル、

バゴンシーラン、マラボン市、ナボタス市、パサイ市、リサール州カインタ市、ブラカン州マロロス市

■裨益者とその数■　 6 歳以上の子ども、青少年、保護者 1,872 名

青少年の保護・教育支援、スラムにおけるコミュニティ活動フィリピン

★マニラ首都圏

大好きなバスケを楽しむ「若者の家」の子どもたち

◇子どもの保護・教育◇

　虐待・育児放棄を経験した子ども、ストリートチルドレン、

法に抵触した青少年ら 29 名が生活した。2023 年 8 月以降

の学校年度は 17 名が通学し、2 名がノンフォーマル教育を

受講した。2022 年度（2022 年 8 月～ 2023 年 6 月）は 7 名

が通学、1 名がノンフォーマル教育を受講した。

◇アクティビティ◇

　音楽、工作、バスケットボール、ガーデニング、映画鑑賞、

読み聞かせ、グループシェアリングなどの活動を実施した。

最小限のアドバイスを受け、子どもたち自身が活動を企画で

きるようになった。

◇心理ケアサポート◇

　外部の心理ケア専門家や「若者の家」常駐ソーシャルワー

カーが定期的にカウンセリングを実施し、子どもたちにとっ

て、自身の感情、行動、考え方についてより理解する場となっ

た。

◇保護者向けセミナー◇

　4 回実施し、家庭内での課題解決、思春期の子どもの変化、

子どもの権利などを扱った。子どものことを理解したい気持

ちから、回数を経るごとに参加者が増えた。

◇子どもたちとスタッフの会議◇

　月 2 回実施した。子どもたちから挙げられた課題やニー

ズは必要に応じてスタッフミーティングなどで取りあげ、解

決や改善につなげた。

■実施期間■　2011 年 9 月～継続中

■実施地域■　ダッカ管区ダッカ県ケラニゴンジ郡（ショドルガット船着き場）

■裨益者とその数■　6 歳から 17 歳までのストリートチルドレン のべ約 9,700 名

■パートナー■　Society for Underprivileged Families（SUF）

バングラデシュ

★ダッカ管区

ストリートチルドレンのためのドロップインセンター運営

◇日々のサポート◇

　朝・昼の食事の提供、ケガの応急処置、教育活動、啓発

活動、睡眠場所の提供、レクリエーションなどを行った。

のべ約 9,700 名の子どもたちが来所し、これらの活動に

参加した。スタッフは、子どもたちが DIC を安心できる居

場所として感じられるよう努めた。

◇地域の啓発活動◇

　過去 12 年間の実施により、地域住民が「子どもの権利」

の理解を深め、子どもたちへの暴力や非行などへの抑制に

つながったと、スタッフや子どもたちから語られた。

◇路上調査◇

　仕事や居場所を求めて各地を転々とする移動性の高さが

ストリートチルドレンの特性と言えるが、現在も多くの子

どもたちが他地域からショドルガット港にやって来ること

が確認されている。特にコロナ禍以前より現場で言われて

いたのが、路上で生活する女子の増加であり、改めて子ど

もたちの現状を理解するための大規模な聞き取り調査を実

施した。

栄養ある食事で体も丈夫に

識字の勉強も生き抜く力となる

路上にいた少女に事情を聞くスタッフ

「若者の家」 コミュニティ活動
（バゴンシーラン地域、パヤタス地域）

◇ノンフォーマル教育◇

　バゴンシーラン 90 名、パヤタス 146 名が登録。学校に

通っていない青少年を把握し参加を呼びかけた結果、登録

者が昨年より増加した。

◇公教育修了の資格試験◇

　バゴンシーラン 14 名、パヤタス 39 名が学習記録、エッ

セイなどの審査に合格し、公教育修了と同等の資格を得

た。

◇補習授業 / 課外活動◇

　バゴンシーラン 156 名、パヤタス 132 名が参加。補習

授業には青少年がボランティアとして協力した。子どもた

ちは試行錯誤しながら問題に取り組むことに興味を持ち、

グループアクティビティを通して意見交換に参加するな

ど、コミュニケーションスキルの向上も見られた。

◇奨学金の給付◇

バゴンシーラン、パヤタスの青少年、「若者の家」卒業生

計 18 名に奨学金を給付し、公教育通学を後押しした。

◇コミュニティ活動◇

　バゴンシーラン 284 名、パヤタス 196 名が参加。ポス

ター作成、季節のカード作成などを企画した他、他団体に

よる女性の権利セミナー、リーダーシップ研修、収入創出

活動などに参加した。

◇保護者活動◇

　バゴンシーラン 262 名、パヤタス 130 名が参加。パヤ

タスでは子どもセンターでガーデニングを行った。

青少年収容所 ( 政府施設 )

　KnK フィリピンが資金を獲得し、6 ヵ所で活動を実施し、

434 名を対象に教育活動を実施した。また、保護者セミナー

を実施した他、医療系の団体と協力して診察も行った。

　首都ダッカと各地方を結ぶ玄関口、ショドルガット港

で生活する子どもたちをサポートする「ほほえみドロッ

プ イ ン セ ン タ ー (DIC)」 は、 平 日（ 日 曜 日 か ら 木 曜 日 ）

の 9 時から 17 時まで開所し、 ソーシャルワーカーや教

育 係 な ど 5 名 の ス タ ッ フ が、1 日 約 40 名 を 受 け 入 れ て

いる。

「ほほえみドロップインセンター（DIC)」
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■実施期間■　2013 年 3 月～継続中（ザアタリ難民キャンプ）、2023 年 1 月～継続中（JICA 草の根技術協力事業第 2 期）

■実施地域■　アンマン県、マフラック県（ザアタリ難民キャンプ含む）

■裨益者とその数■　公立校 27 校の教員 950 名、生徒 10,605 名及び保護者

■委託元■　独立行政法人国際協力機構（JICA）

■実施期間■　2023 年 2 月～継続中

■実施地域■　パレスチナ自治区ヨルダン川西岸地区ジェリコ県ヨルダン渓谷 4 村

■裨益者とその数■　14 ～ 29 歳の若者 48 名、1 ～ 16 歳の子ども約 300 名

■助成■　日本国外務省「日本 NGO 連携無償資金協力」

ヨルダン（シリア難民）

マフラック県
★アンマン

特別活動の継続的実施と普及のための基盤整備事業
シリア難民キャンプにおける支援継続

◇特別活動インストラクター研修◇

　特別活動の自立的な発展のために、 先行事業で実践に関

わった教育局の職員や教員が普及の担い手となり、他の教員

への指導ができる人材を育成すべく、インストラクター養成

研修を計 2 回開催した。 新たに特別活動を導入する学校で

の説明会や活動導入後のフォローアップ、モニタリングを行

うなど、経験のある教員が中心となり、学校での活動実践に

繋げていった。 

◇学校への保護者参画◇

　ヨルダンの学校は保護者との関係構築の経験が乏しい。学

校での保護者参画の一環として、日直当番や学級会などの機

会を活用した。 

　今年度は保護者を対象とした説明会、活動見学、アラビア

語研修、子どもとの関わりについて学ぶ研修準備に取り組ん

だ。特に、難民キャンプでの保護者向けアラビア語研修で

は、保護者が子どもの学力を的確に把握し、子どもの学習へ

の理解を深める機会となった。

サマーアクティビティでの運動会

サマーアクティビティでの運動会

教員対象の特別活動インストラクター養成研修

パレスチナ

◇若者向け能力育成研修◇

　 ま ず は 自 分 を 知 り、 自 分 の 思 い を 適 切 な 形 で 周 り に 伝

え る こ と や 創 造 性 に つ い て 研 修 を 実 施 し た。 そ の 後、

ToT(Training of Trainers: 地 域 活 動 を 担 う 若 者 向 け 研 修 ) で

は、チームで動くための意思決定プロセス、役割分担、交渉

術を学び、実際に地域において活動をするために、計画性、

問題分析、記録の付け方などを学べる研修を実施した。

　研修に参加した若者からは、「ずっと家の中で過ごしてい

たけれど、研修を通して他の地域の友人もできた」「人前で

自分の思いを話すのが苦手だったが、うまく発表できるよう

になった」「自分の地域はこのままずっと変わらないだろう

と思っていたが、一緒に活動する若者たちと一緒に、村を良

い方向に変えられるのではと思うようになった」といった声

が挙がった。

◇子ども向け活動◇

　子どもたちに音楽、演劇、美術の活動を提供できるよう、

若者たちに研修を実施した。子ども向け活動では、スポー

ツ、音楽、演劇、美術、レクリエーションゲームなどの活動

を地域ごとに毎週実施した。

　子ども向け活動に参加する子どもたちには、子ども同士の

ケンカなど暴力が減った、 人の話を静かに聞くようになっ

た、活動開始の時間を守り、時間通りに活動場所に集まるよ

うになったなどの前向きな変化が見られている。

ヨルダン渓谷における若者の社会参画支援および青少年、子ども支援の拡充

ジェリコ県

ラマッラ
★
◆
エルサレム

　2018 年 か ら 2022 年 ま で 実 施 し た JICA 草 の 根 技

術協力事業（第 1 期）では、子どもたちの社会性育

成を目的とした日本式教育の特別活動を取り入れ、

日直当番や学級会、縦割り班活動を首都アンマンの

学校で展開した。これらの取り組みを通じて、子ど

もの社会性育成のためには低年齢からの指導が不可

欠であること、また保護者や地域の協力の必要性が

明確になった。

　2023 年 10 月 7 日、ガザ地区からイスラエルへの攻撃、およびイスラエル軍からガザ地区への攻撃が

あり、KnK 活動地もイスラエル軍によるチェックポイントの設置、入植者による暴力行為、イスラエル

軍による捜索が相次いだ。以降、子ども向け活動は中止、若者向け研修は対面でなくオンラインで実施

していたが、2023 年 12 月からは、全ての事業を予定通り対面にて行っている。

　情勢が不安定な中、若者や子どもたちの不安感やイスラエル軍による占領政策への不満、将来が見え

ない中での虚無感は高まったと感じるが、子どもたちは再開した活動に楽しそうに参加し、若者たちは

前向きに研修に参加し、地域において自分たちができることをやろうと、以前よりも活発に活動に参加

している様子がうかがえる。

◇アラビア語の学習強化◇

　難民キャンプでは、慢性的な学力の低さに加え、コロナ

禍のオンライン教育を経て学力がさらに低下している傾向

にあるため、 前年に続き、KnK が支援する学校の授業に

おいて、アラビア語の読解や作文の時間を増やすなどの工

夫をした。

◇心理ケアサポート◇

　深刻なケースは見られなかったが、日常の学校生活で不

満や課題を抱える子どもたちが、特に目立った事象がなく

ても、KnK のスタッフや教員に話をしに来る状況は頻繁に

見られ、2023 年は 94 回の個人面談がなされた。 このよ

うな時間を通じて、日頃から信頼関係を構築しておくこと

で、深刻なケースに直面した時にも、子どもへの理解と適

切なアプローチを準備しておくことができると考える。

特 別 活 動 の 継 続 的 実 施 と 普 及 の た め の 基 盤 整 備
( アンマン、マフラック、ザアタリ難民キャンプ )

学習面の支援と生徒の個別サポート
（ザアタリ難民キャンプ） 

帰
り
の
会
で
の
日
直
当
番
の
様
子

◇保護者向けワークショップ◇

　保護者からのリクエストを受け、3 地域 45 名に実施し

た。 参加者からは「子どもに対して手をあげるのではな

く、話してしつける方法を学んだ」「家の中で子どもがど

んな風に時間を使えばよいか、時間の使い方を学ぶことが

できた」などの声が聞かれた。

子ども活動に参加する子どもたち（上・下）
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　 国 土 の 3 分 の 1 が 水 没 し た 2022 年 の 大 洪 水 で は、

計 200 万 戸 以 上 の 家 屋 が 損 壊 ま た は 全 壊 し た。 推 定

500 万人以上が被災して生活の場を失い、 安全と健康

が損なわれた。最も深刻な被害を受けたシンド州とバ

ロ チ ス タ ン 州 で は、 被 災 者 の 約 55% が 十 分 な 水 を 利

用できない状況であった。さらに、野外での排せつ習

慣が増え、水を媒介とする病気や感染症のリスクが高

まり、子どもたちの健康にも悪影響を及ぼした。この

2 州は、 以前から食糧不安や栄養失調、 貧困の蔓延す

る地域で、基本的ニーズが未だ満たされず、深刻な状

況が長引いていた。KnK は被災世帯の切迫するニーズ

に対応すべく、2023 年も緊急支援を継続した。

◇トイレ設置◇

　 屋 外 排 泄 な ど コ ミ ュ ニ テ ィ の 衛 生 状 態 が 悪 化 し た た

め、50 名に 1 基の割合で共用トイレ計 34 基をコミュニ

ティ内に設置した。

◇水のろ過装置◇

　計 13 ヵ所に設置し、計 8,792 名の人々が安全な水を利

用できるようになった。あわせて、各給水所で水管理委員

会が形成され、ろ過装置の維持管理法を検討し、改良を図っ

た。

◇事業後の調査◇

　「安全な生活や衛生環境を回復できた」と回答した世帯

の割合は 100％、「地域の公衆衛生が守られている」は

89.5％、「安全な水へのアクセスを回復した」も 100％と

高評価であった。コミュニティの信頼獲得に現地チームが

努めた結果、シェルターやトイレ建設の研修には当初見込

みの約 6 倍の参加者が得られた。対象地はもともと自然

災害の多い地域で、塩水の影響から校舎の老朽化も進んで

いる。2024 年より KnK は、バロチスタン州の脆弱な学校

インフラの再建事業を開始し、女子が安心安全に通える学

校環境を支援する。

◇教員＆ PTA 研修◇

　研修受講後の教員による学びは、生徒の理解力改善や授

業への参加促進に大きく影響した。PTA は研修で策定した

学校改善計画を実行し、登校しない生徒の家庭訪問を行っ

た他、防犯カメラや校舎修繕費用を教育局に申請し資金を

得た。

◇アドボカシーグループ (CAG) ◇

　コミュニティ 3 ヵ所で組織化され、女子の抱える課題に

ついて学びあったり、学校に通っていない女子の家庭訪問

をしたり、欠員となった校長のポストを補充するよう州政

府に働きかけ、州政府が動き出すなど結果をもたらした。

◇ガールズ・ユース・アンバサダー (GYA) ◇

　女子大学生 30 名が女子中高生のロールモデルとなり、

メンターとしての役割を担うと同時に、生徒たちから聞き

取った声を政策レベルまで持っていくパイプ役を果たして

いる。女子も教育を受けられるよう嘆願する署名活動で

は、1,500 名の署名を集めた。CAG と GYA によるトークイ

ベントはテレビニュースや YouTube を通じ、 市民の関心

を引いた。また、全国青年議会の支部である KP 州青年議

会に GYA メンバー計 18 名が登録し、議会の進行や政策提

言作成の会議を視察、提言が国レベルへと提出されるプロ

セスなどを学習した。KP 州青年議会に提出された GYA の

署名は今後、全国の青年議会で承認され、2024 年の選挙

後に KP 州の議会へ提出される予定である。

■実施期間■　2023 年 3 月～ 2023 年 7 月 (2022 年 9 月に緊急支援を開始 )

■実施地域■　シンド州、バロチスタン州

■裨益者とその数■　のべ約 10,000 人

■助成・パートナー■    特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム (JPF)、Community Development Foundation (CDF)、

　　　　　　　　　　　SHIFA Welfare Association-SHIFA

【緊急支援】水害被災者へのシェルター支援及び飲料水の水質改善ハイバル・パフトゥンハー州における女子の中等教育へのアクセス拡大と質の向上

■実施期間■　2017 年 7 月～ 2023 年 11 月（2020 年 11 月～中等教育に特化）

■実施地域■　ハイバル・パフトゥンハー（KP）州アボダバード郡、バタグラム郡、マンセラ郡、トルガー郡

■裨益者とその数■　10 歳から 15 歳の生徒 1,957 名、PTA24 名、教員 48 名、女子大学生 30 名、地域住民

■助成・パートナー■　 日本国外務省、Friends Welfare Association（FWA）

◇校舎建設◇

　バタグラム郡とマンセラ郡で、新設の中学校 1 校と中高

一貫校 2 校の校舎施設を建設した。その結果、 この 3 校で

計 369 名の女子が新規に入学または登録し、既設 2 校では

純就学率が支援開始前の 25 ～ 35％から 90％へと大幅に改

善し、退学率は 5％以下に減少した。

◇ガールズサークル◇

　学校内でガールズサークルを形成し、コミュニケーション

や対人スキル、批判的思考や権利意識など、思春期の青年に

必要なライフスキル研修を実施した。参加者からは、「自分

の長所や改善点が特定でき、日常生活に不可欠な自信と回復

力を築けた」「授業の出席率と中退率の逆転にも貢献したと

思う」などの声が聞かれた。研修効果は、女子生徒の学校や

日常の生活に顕著に表れ、彼女たちの積極性や自己肯定感を

伴う行動は事業開始前と比較し各段に増した。

パキスタン

ハイバル・パフトゥンハー州

★
イスラマバード

◇仮設シェルター・テント支援◇

　計 240 世帯 1,678 名が安全な暮らしを取り戻した。元の

住まいへの帰還をできる限り優先し、それぞれの状況により

最適な支援方法を選択した。 具体的には、1) 家屋が全壊し

たが元の居住地の水が引いており、 自宅に戻ることが可能

な 100 世帯に仮設シェルターを提供、2) 元の居住地への帰

還の見通しがなく、停留水付近の高台に避難せざるを得ない

100 世帯にテントを配布、3) 部分的に損壊したが既存の家

屋を利用可能な 40 世帯に家屋修理の資材や技術を支援した。

教員研修により授業に取り入れられたグループワーク

バロチスタン州
シンド州

（＊）UNOCHA, PAKISTAN: 2022 Monsoon Floods Situation Report No. 13, 6th January 2023

きれいな飲み水を汲みに来た少女

避難所で遊ぶ子どもたち

＊

高
校
生
と
対
話
す
る
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ー
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ズ
・
ユ
ー
ス
・
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バ
サ
ダ
ー
（
右
）
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帰国後レポート（抜粋）

KnK 写真展「フィリピン　路上のパレット」撮影：関健作（写真家）

硬貨取扱料金の導入に伴い、郵便局の料金免除口座を開設／友情の 5 円玉キャンペーン

　4 月、フィリピンを訪れた写真家・関健作氏は、路上生活している子ど

もたちや KnK が支援している子どもたちを撮影し、それらの写真をキャ

ンバスにして子どもたちが「自分自身」を描くワークショップを行った。

絵の具は水で薄められることもない。筆は洗われることなく、色から色へ

と移動していく。フィリピンの子どもたちが使ったパレットは彼らそのも

のであった。9 月、その作品を KnK 写真展「フィリピン　路上のパレット」

で展示した。9 月 16 日（土）には関氏によるギャラリートークをアナウ

ンサー渡辺真理氏の司会で行った。

　

　各金融機関による硬貨取扱手数料の徴収が施行された。5

円 玉 な ど の 硬 貨 を 集 め る 友 情 の 5 円 玉 キ ャ ン ペ ー ン で は、

募金額より手数料が上回ってしまうことが想定されたため、

2023 年度より、郵便局の料金免除口座を開設した。

　主に小中高校生を対象とした当募金プログラムは本年で

友情のレポーター 写真展／友情の５円玉キャンペーン

関氏の写真に子どもたちが自由に
筆を走らせた作品

関氏と渡辺氏によるギャラリートーク

〝子どもの絵、 特に色使いは心の中をあらわすと聞きます。 今回のこの写真展

の取り組みは子どもの心の中の様子も伺えるような感じでキャプションを読み

ながら心打たれました。”

” 日々のくらしに追われている子どもたちの中にねむっている、力強さ、可能

性、生命力を感じました。”

来場者の声

　「友情のレポーター」 は、 日本にいる青少年に向けた教育プロジェク

ト で、 日 本 在 住 の 11 歳 か ら 16 歳 ま で の 子 ど も を 公 募 で 選 抜 し、KnK

が教育活動を展開する活動地へ派遣している。レポーターたちは、現地

の様子や支援を受ける子どもたちを取材しながら、彼らと交流して相互

理解を深め、帰国後は取材したことを自らの言葉で学校や地域、メディ

アで発信し、国境を越えた人々の理解を促進する役割を担っている。　

　1995 年 の 開 始 か ら 34 回、 こ れ ま で に 計 68 名 の レ ポ ー タ ー が 派 遣 さ

れた。新型コロナウイルスにより 4 年間実施できなかったため、今回は

対象年齢を 18 歳に引き上げて公募を行った。

第 34 回友情のレポーター （2023 年夏休み） バングラデシュ取材

松
まつもと

元 夏
か な み

和さん（派遣当時 17 歳／京都府）、落
おちあい

合 碧
あおい

さん（派遣当時 11 歳／東京都）

■選出方法■：日本在住の 11 歳から 18 歳の子どもを対象に公募し、 課題レポートと電話面接にて選出 　■応募者数■：68 名

■審査員■：安田 菜津紀氏 （フ ォ ト ジ ャ ー ナ リ ス ト ／ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 Dialogue for People 副 代 表 理 事）

　　　　　　  荻上 チキ氏 （評 論 家、 ラ ジ オ パ ー ソ ナ リ テ ィ ー）

■派遣日程■：2023 年 8 月 3 日 （木） ～ 8 月 10 日 （木）　■取材場所■：バングラデシュ 首都ダッカ

■助成■：公益財団法人三菱 UFJ 国際財団　■協賛■：シンガポール航空、 国際ソロプチミスト東京－広尾

■協力■：特定非営利活動法人 Dialogue for People

　「友情のレポーター」2 名は、バングラデシュ滞在中、ダッ

カにある「ほほえみドロップインセンター（DIC）」を訪問し、

日本紹介プログラムとして松元さんは少林寺拳法を、落合さ

んはラジオ体操を披露し大きく盛り上がった。また、両名は

スラム地域で家庭訪問を実施し、2 世帯でインタビューを行

い、若くして子どもを育てている少女の力強さを目の当たり

にした。

　取材活動を通じて、「友情のレポーター」たちは、バング

ラデシュの子どもたちのキラキラした瞳に魅了され、この国

を好きになったが、一方では路上にゴミが散らかる光景を目

の当たりにし、大人への教育も必要であると気づいた。

　松元さんは今回の取材後、「気付く力」と「違和感を覚

える感覚」が大切だと語った。「当たり前の状況は気づき

にくいもの。それを違和感として感じれば、その国がもっ

と良くなるのではないか」と考えるようになったという。

　落合さんは「バングラデシュに来て頭がグチャグチャで

自分に何ができるのかがわからなくなりました。しかし、

現地の子どもたちが必死に生きて笑顔でいることは脳裏に

焼き付いています」と話している。

　歩いていると、桟橋の端っこで 10 歳くらいの男の子が床

で寝ている。１メートルくらいの汚い青い布を敷いているだ

けだった。手も足もその布からはみ出ていた。道で子どもが

寝ている光景を目にしたのはそれが初めてで息が止まりそう

だ。同じくらいの年齢の子どもなのにと思うと、何かがこみ

あげて苦しくなった。

　DIC に通う男の子たちが、 私たちを見つけて笑顔で駆け

寄ってきてくれた。その子たちに、いつもどこでどんな風に

寝ているのか見せてもらった。桟橋の端で、大きいビニール

製の袋を床にして二人が寝転がった。すごく狭そうだった。

この敷物は、個人のものではなく、ストリートチルドレンの

共有物で桟橋の柱にくくられていて、みんなで使っている。

　子どもたちとジェスチャーを交えながら話をしていた。

すると突然、通行人の男の人が、一緒に話していた男の子

を叩いた。さっきまでの笑顔は消え、おびえていた。私は

あまりに突然で、驚いてしまったしこわくなった。スタッ

フさんの話だと、道にいて邪魔だと思ったから叩いてどか

そうと思ったのではないかとのことだった。理由はなんで

あれ、叩かれたり蹴られたりするかもしれないと思って生

活するなんて。本当に安心からはほど遠い環境で生活して

いるのだなと思った。また私は苦しくなってしまった。

友情のレポーター　落合碧

　私はこの 1 週間のバングラデシュの旅の中で、自分の意

見が変わる瞬間や、自分の価値感すらも変わってしまうよう

な瞬間がたくさんありました。そういう瞬間に巡り合える

機会をもらえたことを、本当に感謝しています。でもこの 1

週間は私の中のスタート台にすぎなくて、これからは旅を通

して得た経験や思いを色んな人に伝えたり、私の中のバネに

して、たくさんの活動につなげていきたいと考えています。

色んな人に伝えると書きましたが、まずは 私が小学 4 年生

のときに発展途上国のことを初めて知って、日本とは違う世

界を知って、大きな衝撃を得た経験から、日本各地の小学校

をまわり、バングラデシュで私が見て、聞いて、感じたこと

について伝えていけたらと思っています。その方法として、

小学生にも伝わりやすいようにオリジナルの絵本を製作し、

それを持って日本中を飛び回ろうと考えています。私のよ

うに、発展途上国に興味をもってもらいたいとかそういう

わけじゃなくて、今見ている景色や当たり 前は日本だけ

のものであって、世界を見てみるともっといろんな景色が

あって、当たり前があるんだよ。というようなニュアンス

で伝えていけたらと思います。

　そして、「すべての教育を受けられていない子どもたち

が、それぞれにあった形で教育を受けることができるよう

な制度とは」、「世界中の子どもたちが幸せに暮らすために

は」この疑問を常に心に留めながら、これから一生涯をか

けて活動していきたいと思います。

友情のレポーター　松元夏和

第 46 回目を迎えた。2023 年は、全国から 19 校、1 企業、

そして個人の方にご参加いただき、その他の学校法人寄付

などと合わせて 1,737,068 円 ( 前年比 153％ ) となり、コ

ロナ禍にもかかわらず、 たくさんの５円玉を集めてくだ

さった。集まった募金は海外での活動に充当した。

バングラデシュの子どもたちと交流する友情のレポーター
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Ⅱ . 国内教育プロジェクト・広報活動 プレスレビュー

AERA　2023 年 2 月 20 日

朝日新聞 SDG's ACTION　

2023 年 3 月 12 日

朝日小学生新聞　2023 年 8 月 27 日

東京マラソン 2023 が開催されました。チャリティランナーの皆さま、お疲れさまでした！

東京レガシーハーフマラソン 2023

大リーガー吉田正尚選手、カンボジアを訪問

　東京マラソン 2023 が 3 月 5 日（日）に開催、国内外から集まっ

た KnK のチャリティランナー 88 名が出走した。本年は沿道応援も

解禁され、KnK スタッフがスタートから 14 キロおよび 31 キロ地

点の茅場町で応援した他、東京国際フォーラムにチャリティラウン

ジを設置し、完走したランナーを受け入れた。

　10 月 15 日 に 開 催 さ れ た 東 京

レガシーハーフマラソン 2023 で

は、チャリティ・アンバサダーと

して芸人でランナーの猫ひろしさ

んが「青いたすき」をかけて走っ

てくださった。当日は雨天にもか

かわらず、ジュニパーネットワー

クス株式会社有志によるご協力を

得て、 神保町にて 12 名のチャリ

ティランナーに声援を送った。

　ボストン・レッドソックスの吉田正尚選手は、2019 年から KnK を通じ

て子どもたちをご支援くださっている。昨年 12 月に初めてカンボジアの

「若者の家」を訪問していただいた。「若者の家」の青少年や卒業生、識字・

英語教室に通う近隣の子どもたちが集まり、皆で「スタンドバイミー」を

合唱するなどして吉田選手を歓迎した。

　子どもたちになぜ支援が必要なのか、その背景や支援を受けた後のこと

を知っていただこうと、「若者の家」在住生と卒業生の 2 名がそれぞれの

自宅を案内する場面もあった。卒業生のソックレンは、現在、近隣に住む

子どもたちを対象に自宅で塾を開講している。得意な英語で、自分の塾に

ついて熱心に、そして嬉しそうに吉田選手に説明をしてくれた。

　カンボジアといえば世界遺産のアンコール・ワット。ここでは「若者の

家」の卒業生、ロウが案内役を務めた。彼は大学卒業後、英語とドイツ語

の公式ガイド資格を取りシエムリアップで働いている。 女の子 3 人のお

父さんとしてコロナ禍の苦難も乗り越え、今回は吉田選手の対応を見事に

果たしてくれた。

　短い視察日程だったが、吉田選手は「今後もできる限り支援を続けたい」

とおっしゃってくださった。

＊国境なき子どもたち（KnK）は、東京マラソン財団チャリティ
RUN	with	HEART の寄付先団体です。
東京マラソン財団チャリティ RUN	with	HEART 公式ウェブサイト
https://www.runwithheart.jp/© 東 京 マ ラ ソ ン 財 団

完走の喜びを分かち合う KnK のチャリティランナー

東京マラソン 2023 の様子

「若者の家」の識字・英語教室に通う子どもたちと

アンコール・ワットにて。吉田選手とロウ（左）

アンバサダーの猫ひろしさん
東京レガシーハーフマラソン 2023 の様子

© 東 京 マ ラ ソ ン 財 団 © 東 京 マ ラ ソ ン 財 団

神奈川新聞　2023 年 9 月 5 日

女性自身　2023 年 4 月 11 日

こども新聞　2023 年 12 月 1 日

東京マラソン 2023

様々なチャリティ

「子どもたちの輝く笑顔を直接見ることができて、少しでも力になれていることに胸が一杯になりました」
（吉田選手）
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IV. 会計収支Ⅲ． 団体組織

■東京事務局／海外派遣員／アルバイト／インターン／ボランティア■

■マンスリーサポート／支援会員■

会長 寺田 朗子
専務理事 ドミニク レギュイエ

理事

アグネス G. クィトリアーノ 常田 高志 ローラン デュボワ
栗林 まどか 玉村 翔吾 守谷 慧

君島 梨央 大竹 綾子 松浦 ちはる 清水 匡
監事 水野 太洋子

■理事会■

2023 年末現在、国境なき子どもたちの理事会は次の通り構成されている。また、NPO 法上の社員に相当する評議員は、

2023 年末現在、計 68 名である。

【団体組織】

理事会

事務局長／マネージングコミッティ

経理／総務／労務 広報／国内教育 資金調達／
支援者対応 オペレーション 管理会計

組織図

マンスリーサポート参加のべ件数 920 件

支援会員（一般・学生） 137 件

法人正会員 3 社

法人賛助会員 2 社

東京事務局

マネージング
コミッティ 大竹 綾子 清水 匡 松浦 ちはる

職員 7 名

アルバイト 0 名

インターン 1 名

ボランティア 2 名 ( 常勤 )、翻訳・校正・イベントボランティアの皆さま

海外派遣員
2 名（ヨルダン） 2 名（パレスチナ）

3 名（カンボジア）

　2023 年は、経常支出 356,523,660 円のうち、総援助事業費（すなわち活動地における援助事業費 + 東京における

事業実施運営費 + 国内教育プロジェクト費・広報活動費）が全体の 89.7％を占めた。

2023 年　経常支出の部

2023 年　経常収入の部

合計 356,523,660 円

合計 391,735,202 円

2023 年度収支報告

公認会計士の監査を受けた財務諸表は KnK ウェブサイト（https://knk.or.jp/knk/account/）で公開しております。

また、郵送をご希望の方は事務局までご請求ください。
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Ⅵ． 謝辞

【個人の皆さま】

個人支援者の皆さま／マンスリーサポーター、一般会員、学生会員の皆さま
国境なき子どもたち（KnK）事務局＆イベント & 翻訳ボランティアの皆さま、国境なき子どもたち（KnK）支援委員会の皆さま

友情の５円玉キャンペーンにご参加くださった小中高校生と一般の皆さま
バレンタイン & ホワイトデー「＋ 1」キャンペーン 2023 にご参加の皆さま

国境なき子どもたち（KnK）主催・共催イベントにご参加の皆さま
安田菜津紀さま／佐藤慧さま／荻上チキさま／渡辺真理さま／関健作さま

坂本龍一さまとご相続人さま／猫ひろしさま／伊東純也さま／ PASCAL MARIE DESMARAIS さま
ボストン・レッドソックス吉田正尚さまと Syncable を通じてご賛同の皆さま／エクスペディアグループ社員の皆さま
ギークス株式会社社員の皆さま／ KPMG コンサルティング株式会社社員の皆さま／ G2 Studios 株式会社社員の皆さま

株式会社ジャックス役職員の皆さま／ジュニパーネットワークス株式会社社員の皆さま／ソフトバンク株式会社社員の皆さま
積水ハウスマッチングプログラムの会の皆さま／ソフトバンク「つながる募金」ご参加の皆さま

ブックオフ「キモチと。」ご参加の皆さま／ Yahoo! ネット募金ご参加の皆さま／ ZEROPC「想うプロジェクト」にご参加の皆さま、ほか

【学校教育関連機関の皆さま】

岩手県高等学校教職員組合／雙葉学園同窓会／雙葉小学校／雙葉小学校附属幼稚園
田園調布雙葉中学高等学校エリザベット会／大阪スクールオブミュージック高等専修学校

京都府亀岡市立育親中学校、亀岡中学校、東輝中学校、詳徳中学校、別院中学校、南桑中学校、大成中学校、亀岡川東学園の各生徒会
恵泉女学園中学・高等学校 文化祭実行委員会／自由学園／頌栄女子学院／全国退職女性校長会（梅の実会）

普連土学園／ラ・サール学園／学校法人信望愛学園 山口天使幼稚園／愛知県春日井市立松原小学校／宮城県仙台東高等学校、ほか

【民間機関の皆さま】
一般社団法人いけばなインターナショナル／公益財団法人ウェスレー財団／かみひとねっとわーく京都

特定非営利活動法人国際協力 NGO センター／特定非営利活動法人国際支援活動協会／生活協同組合パルシステム東京
国際ソロプチミスト東京 - 広尾／特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム／宗教法人真如苑／全国友の会

認定 NPO 法人 Dialogue for People ／一般財団法人東京マラソン財団／公益財団法人東京 YWCA 国際語学ボランティアズ（ILV）
東京ウィメンズクラブ／公益財団法人日本国際協力財団／一般社団法人日本弱酸性美容協会

特定非営利活動法人ベースボール・レジェンド・ファウンデーション／ HOME18 岡山・ヨノナカ実験室
公益財団法人報知社会福祉事業団／公益財団法人三菱 UFJ 国際財団／一般財団法人ゆうちょ財団、ほか

【公的機関の皆さま】   
日本国外務省／独立行政法人国際協力機構、ほか

国境なき子どもたちの 2023 年度における世界での活動に対し、

温かいご理解とご支援をお寄せくださいました皆さまに心より御礼申しあげます。（順不同、敬称略）

謝辞
【法人正会員】

株式会社 UnByte ／株式会社チームメイプル／株式会社マジオネット

【法人賛助会員】
株式会社 MT Globe ／株式会社 Mim コンサルティング

【企業の皆さま】
株式会社アイデム／アイデムフォトギャラリー 「シリウス」／株式会社あおい不動産アドバイザーズ／アド・イタリア株式会社

株式会社イニュニック／株式会社 NYC ／カットインタイム／金坂医院（千葉県）／ KPMG コンサルティング株式会社
G.I.P. Tokyo ／株式会社ジェイディ／食卓パンの店ロコパン／シンガポール航空／株式会社セーフティ＆ベル

積水ハウス株式会社／株式会社東京ターミナル／ Haco Works 株式会社／株式会社ハレバレ／株式会社 Building Face
株式会社フレックスインターナショナル／株式会社 HELL OF HEAVEN ／株式会社ベル

ヘンケルジャパン株式会社シュワルツコフ プロフェッショナル事業本部／株式会社堀内カラー
マナトレーディング株式会社／株式会社ミスター・パートナー

LINE ヤフー株式会社／合同会社ワンアート、ほか

お預かりした貴重なご寄付は、各地の青少年への教育・自立支援活動などに大切に使用させていただきます。
世界における中長期的な活動に向けて、2024 年以降も引き続きご支援ご協力をお願い申しあげます。

株式会社 UnByte　　  　　　　　　　 　　　      　 　 伊藤忠商事株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　癒しと温かな手の学校　　　　　　　　　　 　　　エクスペディアグループ

　　　ギークス株式会社　　　　　 　　               　　                  G2 Studios 株式会社　                             　　　　　　　株式会社ジャックス　　　　　　　　             ジュニパーネットワークス株式会社        

株式会社小学館　　　　　　　　　　　　　　　　　　リンベル株式会社                                         　　　　     ソフトバンク株式会社　　 　 　 　 　 　                          株式会社タムラ製作所　　　

株式会社タイソンズアンドカンパニー                          　　　　     　 寺田倉庫株式会社                                                                        株式会社トーハン                                         ブックオフコーポレーション株式会社                      

Bookcafe days                                                                          ピープルポート株式会社　                                          　         フレックス株式会社                                                   メイキットコープ株式会社
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【ご支援のお願い】

これからも子どもたちの尊い学びを支え続けてください。

＜いろいろな支援の方法があります＞

◎マンスリーサポーター（毎月定額を自動引落し）

KnK マンスリーサポーターになってくださる方が増えますと、長期にわたり安定して子どもたちへの支援計画を立てられ、

子どもたちが安心して学校に通い生活できます。KnK はマンスリーサポーターになってくださる方を心からお待ちしています。

すでにマンスリーサポーターでいらっしゃる皆さまには、日頃のご支援に心より感謝申しあげます。この機会に増額をご

検討いただけますと幸いです。

◎支援会員（年 1 回のご納入）

年間を通じて、いつでもお振込みいただけます。年度会費はすべてのご寄付と同様に KnK の支援活動費に充当されます。

KnK に対する権利や義務を伴うものではございません。毎年継続の義務はございませんが、子どもたちに安定した支援を行

うために、できましたら継続してお納めいただけますようお願いいたします。クレジットカードからは、毎年 1 回の自動

継続振替を承ります。

　　　　　　　　　

・本報告書に添付された郵便払込用紙または KnK ウェブサイトでお申込みください。

・法人会員につきましては、年次活動報告書やウェブサイトでお名前をご紹介させていただきます。

◎ 随時（単発）寄付

ご都合のよい時に、任意の金額でいつでもご支援いただけます。右の振込手数料など免除の口座宛の郵

便払込用紙でゆうちょ銀行の窓口から、または KnK ウェブサイトでクレジットカードからお申込みください。 
右の QR コードをスマートフォンやタブレットのカメラで読み取ると KnK ウェブサイトが表示されます。

　 　　　　　　
◎ 遺贈・相続財産からの寄付

大切な方やご自身の遺産を、 困難な状況にある子どもたちの未来にお役立てください。

遺贈とは、遺言により財産のすべて、もしくは一部を無償で譲与するもので（民法 964 条）、

相続財産からのご寄付と共に相続税の課税対象から除外されます。遺贈について詳しく説

明したパンフレットがございますので、KnK 東京事務局へご請求ください。

【支援に関するお問い合わせ先】

サポーター専用 TEL：03-6279-1128（平日 10:00 から 18:00）　メール：shien@knk.or.jp

※ KnK は東京都知事より認定を受けた「認定 NPO 法人」です。ご寄付は、確定申告により税控除を受けることができます。

• 月 1,000 円からご支援いただけます。

• 金融機関からの自動振替により、お振込みの手間が省けます。

• 右のマンスリーサポート申込書または KnK ウェブサイトでお申込みください。

• クレジットカードからの自動振替をご希望の方は KnK ウェブサイト上でのみ受付けております。

　  一般会員 12,000 円　　　    学生会員 5,000 円
法人正会員 100,000 円 　 法人賛助会員 50,000 円

遺贈パンフレット

knk.or.jp
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カンボジアにて初の自主運営プロジェクト「若者の家」開設。

その後、活動国が 3 ヵ国（カンボジア、フィリピン、ベトナム）に増え、15 歳以上の青少年に特

化してプロジェクトを進める。

スマトラ沖大地震・津波発生を受け、インド、インドネシア、タイにおいて、15 歳以上に限らず、

被災した子どもたちに対して教育を意識した活動を行う。KnK 初の緊急支援となる。 その後、 パ

キスタン北部地震、インドネシア・ジャワ島地震など自然災害においての緊急支援活動を行う。

日本の NGO として国境なき子どもたち（KnK）設立

自然災害における緊急支援活動

紛争や戦争などの影響を受けた青少年支援を開始

特定非営利活動法人（NPO 法人）として東京都に認証される

騒乱により治安が悪化した東ティモールにて、行き場を失った若者にスポーツの機会を提供。KnK のスポーツ施設がピースセンターと呼ばれ

るようになった。その後、ヨルダンにて、イラク難民の子どもたちに音楽や美術などの機会を提供し、心的ケアにつながる活動を展開する。

パキスタン北部地震やバングラデシュのサイクロン被害など緊急支援で活動を開始した地域でも中長期的なスパンで子どもたちが継続して教

育を受けられるように支援を切替えていった。

全世界で大流行となった新型コロナウイルスにより、各国でロックダウンや学校閉鎖に陥り、貧困地域では日々の生活が脅かされ、マスクな
どの衛生品を手に入れることもままならなかった。フィリピン、カンボジア、パキスタン、バングラデシュで緊急支援として衛生品や食料配
布などを実施した。

新型コロナウイルスの猛威を受け、緊急支援活動を実施

シリア危機により大量の難民が発生。 ヨルダン北部に設営されたザアタリ難民キャンプには一時

20 万人もの難民が押し寄せた。KnK は難民キャンプの公立学校で音楽や美術などの授業の提供を

開始した。

震災発生直後に調査を開始、その後岩手県沿岸で学校再開に必要な物資（ロッカー、教職員住宅、

PC、スクールバス、制服など）を支援。陸前高田市で移動型子どもセンター を運行し、子どもの

居場所を提供。釜石市に開設した事務所を拠点に、きめ細かい支援を行った。 

3 月 11 日、東日本大震災発生、国内で初の緊急支援活動を開始

2017

2022

2005 年に発生したパキスタン北部大地震で倒壊した学校再建事業により、山岳地域の女子就学率の低さがわかり、女子教育向上の支援を開始

した。

国土の 1/3 が浸水するなど甚大な被害を受けたパキスタンで、シェルター支援や衛生用品の配布を実施した。

国税庁長官より、認定 NPO 法人としての認定通知を受ける

シリア難民に対する教育支援をヨルダンで開始

女子教育向上を視野に

パキスタンで発生した大洪水被害を受けて緊急支援を開始

©Atsushi Shibuya

沿　革




